















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そして、第 2 は「青年のステージ」、第 3 はいわゆる仕事を行う「大人のステー



















































































































































































































































































































































　要するに、すでに 3 ．の（ 2 ）で述べたが、この絵本は“おばけリンゴ”
と訳されているが、原書のタイトルは「リンゴ男」であり、リンゴにこだ
わり続けた男の話なのである。かつてこのような人間は職人（クラフトマ
ン）などの世界に存在しており、現代でも熟練を必要とする仕事や専門性
の高い仕事に従事していると思われる。
　仕事のなかでつらいことがあっても、リンゴ男は幸せである。それに対
して、ティリーの場合、人形の家で「苦しい仕事」を強いられている。そ
のうえ、働く時間は長くてくたくたに疲れてしまい、個人の生活にもそれ
が大きな影響を及ぼしている。彼女がどのような経緯で人形の家の料理番
のもとで働くことになったか明らかではないが、その仕事はきびしく苦しい。
　仕事のきびしさがライフの苦しさに直接つながっている。仕事がきびし
くても、それと分断されて個人生活に楽しさを見つけられる余裕があれば
よいのだが、その余裕がないとしたら、仕事のストレスは解消できないま
まである。とすれば、ティリーがこの仕事を脱出して「ライフ・リストラ」
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を考え、断行したのは当然のことである。「ブラック企業」の存在が話題
になるなか、彼女の「自己防衛」に学ぶところは多い。
（ 4 ）自立志向性と「他力」
　最後に述べたいのは、自立への志向性に関するものである。これについ
ては、仕事の実状がきびしい状態にあるティリーに、この志向性がきわめ
て強く現われている。彼女は「家事力」というスキルをもっているという
強みもあるので、人形の家を出て、自分の家を自力でつくりたいと考える
のは当然であろう。
　そして、ルピナスさんも自立の考え方をしっかりもっている。自分の力
で世界の旅に出かけるとともに、 3 つ目の困難なライフ・ゴールも実現し
ている。カエデの葉っぱも同じようにひとりで冒険の旅に出るが、それは
自立の旅でもある。ひとり旅は人間の心を強くし、自立を促すことにつな
がる。
　そして、ネコの国の客人となったネズミも、海を渡ってきた旅人である。
ネズミがどのような背景で、いのちの危険をおかしてまでネコの国に来た
かは定かでない。楽しさをネコたちに教えるというミッションをもったネ
ズミは、最大の敵の国を訪問するという冒険を行っている。絵本をみるか
ぎり、みずから楽しさをつくっているネズミの姿に自立といったものは感
じられないが、冒険の旅に出たことは確かである。　
　これらの事例は、きびしい仕事からの脱出や冒険の旅によって自立化が
進められたことを示しているが、自立がどのようなものかを明らかにした
うえで検討されてはいない。ここで自立を、①ものごとを自分で考え、選
択し、行動する、②「ライフ・ゴール」や「ライフ・ビジョン」をもち、
それに向かって活動する傾向がある、③自分や周囲のことがよくわかって
おり、自己の「アイデンティティ」を確立している、④他者の考えや評価
にあまり左右されず、「依存的」ではなく、孤立を恐れることが少ない、
などの特徴をもつと仮定すれば、彼らにどのようなことがいえるであろうか。
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　ティリー、ルピナスさん、カエデの葉っぱ、そしてフレディの親友ダニ
エルは、自立性が強い典型的な事例である。また、4 つの特徴をすべてもっ
ているといえないが、おそらくネズミ、リンゴ男、愛を与える木も自立し
ていると考えられる。
　さらに、検討が必要なのはフレディと大きな木の愛を受けるぼうやのふ
たりである。フレディは①と③の特徴をもつ友人を頼りにしており、ぼう
やも主に③と④の特徴がある大きな木に依存している。つまり、この 2 冊
の絵本は、自立性と依存性を対比させてストーリーを構成している。
　フレディとぼうやは依存的である。しかし、両者の間にはちがいが見ら
れる。前者は日常的に友人と接触をもっており、日々この友人に教えても
らっている。いわば、友人であると同時にメンターのような存在であり、
カエデの葉っぱと少年に見られる対等な関係とは異なる。
　それに対してぼうやの場合、子どものときはフレディと同じように日々
大きな木と接触しているが、その後のライフ・ステージでは、接触は緊急
時に限定されている。彼は本当に困ったときに大きな木に助けを求めてい
る。日常的には自分で事にあたっており、そこでは主体性を発揮している
であろう。しかし、日常生活でどうしても自分で解決できないような問題
が発生すると、自力ではなく「他力」に頼ろうとしている。
　ところで、自立性といっても、「完璧な自立性」などありえない。自立
性は程度の問題であって、他力があってこそ、生きていけるのである。き
びしい状況におかれているほど、自立性への志向とともに、他力が必要と
なる。それは、 7 冊のなかでは、いうまでもないが、ティリーの場合が顕
著である。エドワードの助けがなければ、彼女の家はとうていつくれなかっ
た。そして、カエデも少年に出会うことがなければ、冒険の旅に出ること
は無理であった。
　なお、他力を提供することで、提供する側は広義の役割を果たし仕事を
行っている。大きな木はぼうやに無償の愛を注いでいたが、その結果木は
切り株だけになり、大きな木は無力感しか残らなかった。しかし、年老い
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たぼうやに「座れるだけの切り株でいい」と言われることで、大きな木の
心は救済される。最後になって、一方的に愛を与えてきた大きな木は、ぼ
うやのこの言葉つまり「他力」によって救われる。つまり、ぼうやも役割
を果たして仕事を遂行していることになるが、他方で、大きな木のような
立派な存在さえも、他力によって生かされたといわなければならない。
 （2018．1．15．）
